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Yoomサービス概要

# 1
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様々なSaaSを組み合わせた

独自の業務ツールをノーコードで作成



3つの特徴
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社内の情報を集約 業務フローを自動化

様々なSaaS内の情報を、

Yoomのデータベースに自動的に集約します。

ワークフローを自由に構築し、

ボットが自動的にワークフローを進行します。

直感的なUIUX

非エンジニアの方でもノーコードで、

業務の効率化・自動化が可能です。
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スプレッドシートのような操作感で、
独自のデータベースを作成



6

様々なSaaSから情報を集約・同期
数回のクリックでSaaS内の情報をYoomのデータベースに集約します。
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フローボットを起動

書類を作成

契約書を送付

承認

✔

対応待ち

✔

フローボット機能で業務を自動化

繰り返し発生する業務フローをボットが自動的に実行します。



実行可能な様々なオペレーション
人への対応依頼からシステム操作まで様々なオペレーションをボットが実行します。
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 担当者へ対応を依頼する 承認を依頼する 入力フォーム

対応マニュアルを作成し、
担当者へ対応依頼を通知します。

担当者へ承認内容を通知し、
承認後にワークフローを進行します。

入力フォームを作成し、
自由に情報を収集することが可能です。

アプリと連携する メールを送付する 書類を発行する

SaaSや自社システムとの API連携により、
様々なシステム操作を自動化します。

繰り返し発生するメール送付作業を、
自動化することが可能です。

Google SheetsやGoogle Docsの雛形を元に、
PDF書類を自動的に発行することが可能です。

データベースを操作する データを操作・変換する

Yoomのデータベースやスプレッドシートを
自由に操作することが可能です。

テキスト置換や計算処理といった、
データ変換処理を行うことが可能です。

別のフローボットを起動する

自動的に別のフローボットを起動することが
可能です。



トリガーによる自動起動
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様々なイベントをトリガーに、フローボットを起動することができます。

問合せメールを受信

メールから顧客情報を抽出

✔

管理者による承認

データベースへ情報を格納

入力フォームの送信で

自動起動

対応待ち

✔

スケジュールで自

動起動

メールイベントで

自動起動

アプリイベントで自

動起動

データベース

から起動



　

柔軟なフロー設計
分岐、ループ処理、並行処理など、

複雑なビジネスフローも自由に設計することが可能です。
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分岐

YES

NO

分岐

企業名  = 株式会社 TimeTechnologies

承認

山田チーフ

ループ処理

ループ処理

データリスト  = {{企業リスト }}

請求書を作成

料金プランを取得

承認

田中部長 承認

山田チーフ

並行処理

並行処理

SmartHRに登録

承認

田中部長

PCの調達
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連携アプリケーション

# 2



連携アプリケーション
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国内外の100を超えるサービスとノーコードで連携しています

※ 連携アプリ一覧：https://lp.yoom.fun/apps

https://lp.yoom.fun/apps
https://lp.yoom.fun/apps
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利用イメージ

# 3



利用イメージ｜顧客対応
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マーケティングシステムから情報を取り込み、

様々な顧客対応オペレーションの自動化・効率化を実現します。

顧客管理DB

情報を同期

会計システム
マーケティング

システム

取引先を登録

契約書を作成・送信

新規レコードが
作成されたら

見積書を作成・送信

取引先登録
ボットを
起動

メールを送付

ボットを
起動



利用イメージ｜請求管理
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セールスシステムや社内システムの情報を取り込み、

毎月発生する請求作業の自動化・効率化を実現します。

請求管理DB

情報を同期

会計システム

SFA
売上を登録

ファイルを格納

ステータスが
更新されたら

請求書を作成・送信担当者に確認を依頼

ボットを
起動

社内
システム

CSVで請求金額を
アップロード

ステータスを
更新



利用イメージ｜入社対応
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新入社員の入社対応を一元管理し、雇用契約書の送付やアカウント発行を自動化します。

入社対応管理DB

入力フォームが
の内容を格納

人事システム入力フォーム

アカウントを発行

雇用契約書を送付

新規レコードが
作成されたら

雇用契約が
締結したら

入社案内メールを送付

新規レコードが
作成されたら

PC手配を依頼新入社員情報を入力
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料金プラン
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新料金プラン
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上記の料金は税別価格となります。

※ フローボット作成数が1,000を超える場合は事前にご相談が必要です。

※ 一部機能は2023年6月にリリース予定です。

ライセンス数とタスク実行数に応じた料金体系



ライセンス料金
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※上記の料金は税別価格となります。

有料プランでも、1ライセンス 月額1,200円から始めることができます。



タスク実行料金
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タスク実行テーブル  / 月 １タスクあたり単価
（年間契約）

1 ~ 1,000 4 円

1,001 ~ 5,000 2.4 円

5,001 ~ 10,000 1.2 円

10,001 ~ 50,000  0.8 円

50,001 ~ 0.64 円

１タスクあたり単価
（月間契約）

5 円

3 円

1.5 円

1 円

0.8 円

※上記の料金は税別価格となります。

※ タスク実行とは、トリガーによるフローボット起動を除く、オペレーションおよびオペレーション間の操作コマンドの実行のことです。また、データコネクトにおいて、100レコードの追加・更新ごとに、1タスクを消

費いたします。

※ エラーが発生したオペレーションは原則タスク実行の対象外ですが、フローボットを起動し1オペレーション目でエラーとなった場合は、1タスクとしてカウントします。（フローボトが起動すると必ず1タスク消費

されます。）

※ タスク単価の適用は全タスクに対して一律ではありません。例えば、年払いのご契約で月に3,000件タスク実行した場合、その月のタスク実行料金は 1,000 × 4円 + 2,000  × 2.4 = 8,800円（税別）となりま

す。

毎月のタスク実行数に応じて料金が発生します。



タスク実行料金早見表
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タスク実行数  / 月 
タスク実行料金
（年間契約）

1,000 回 4,000 円

5,000 回 13,600 円

10,000回 19,600 円

30,000回  35,600 円

50,000回 51,600 円

タスク実行料金
（月間契約）

5,000 円

17,000 円

24,500 円

44,500 円

64,500 円

※上記の料金は税別価格となります。

70,000回 64,400 円 80,500 円



タスク実行数｜フローボット

22

※注) 「タスク実行数」は、トリガーによるフローボット起動を除く、オペレーション作成およびオペレーション間の操作コマンドの実行回数となります。

※注)  オペレーションエラー発生時

　　　エラーが発生したオペレーションは原則タスク消費の対象外ですが、フローボットを起動し、 1オペレーション目でエラーとなった場合は 1タスク消費されます。

　　　（フローボットが起動すると必ず 1タスク消費されます。）

タスク実行数

４回

左記キャプチャの範囲では

これら一つ一つがタスク１回と換算されます

トリガーによるフローボット起動は、タスク回数から除きます  ※注)

■ フローボットサンプル



タスク実行数 ｜データコネクト
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データコネクト機能によるデータ更新作業 にも、

タスクを消費します。

※実行アクションごとにタスク換算されます

※100レコードの追加・更新ごとに、1タスクを消費します



契約期間・お支払い
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年間契約

契約期間 1年間
初回：申込日〜申込月を含めて12ヶ月目の末日

月間契約

1ヶ月
初回：申込日〜申込月末日

支払いスケジュール
月末締め  翌月初請求書発行

クレジットカード：1日決済 / 請求書：末日までに振込

ライセンス費用
申込(更新)月翌月に1年分のライセンス費用を請求
追加時には追加月を含む残月数を追加翌月に請求

月末時点のライセンス費用を翌月に請求

タスク費用 1ヶ月の実行タスク数に応じて翌月にタスク実行費用を請求



ご注意事項

※ 自動更新となります。解約する場合には更新日前までにフリープランにご変更ください。

※ プランのアップグレードはいつでも可能です。ダウングレードは次回更新日からの適用となります。

※ ライセンス費用の日割りは行いません。申込日・追加日にかかわらず一ヶ月分の料金が発生します。

※ ライセンスの追加はいつでも実行可能ですが、削除は次回更新日からの適用となります。

※ プランの内容やプラン改定日は変更となる可能性がございます。

※ 途中解約はできません。また返金は一切致しかねます。
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現行スタンダードプランについて

プラン改定後の最初の更新日に新プランのスタンダードプランに自動的に切り替わります。

<例 月払い：毎月15日が更新日のお客様の場合>

現行プランの最後の契約期間：2023年5月15日〜2023年6月14日

新プランの最初の契約期間：2023年6月15日〜2023年6月30日

<例 年払い：2024年3月15日が更新日のお客様の場合>

現行プランの最後の契約期間：2023年3月15日〜2024年3月14日

新プランの最初の契約期間：2024年3月15日〜2025年2月29日

プラン改定日に新プランへの変更をご希望の場合は、2023年5月10日までにCSチームにご連絡ください。

現行プランへのお申し込み及びプラン変更は、5月29日以降一時的に停止させていただく可能性がございます。

現行プランへのお申し込みをご希望される方は、お早めにお申し込みをお願いいたします。
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スタンダードプランご契約中のお客様

現行プランへの申し込み・変更
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開発ロードマップ

# 5



開発ロードマップ
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Gmail連携
(メールオペレーション)

※ 上記ロードマップは、開発状況によって変動する可能性がございます。

ビューの保存機能（DB）

データベース今後のリリース予定機能

ビュータイプの変更機能（DB）

データタイプの拡充（DB） 列数・レコード数の拡張（DB）OCR機能（フローボット）

外部シェア機能（DB）
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会社概要

# 6



会社概要
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社名 Yoom株式会社

設立 2022年6月

代表者 波戸﨑　駿

846,710,000円(資本準備金含む)資本金

住所 東京都千代田区神田錦町2-2-1 WeWork KANDA SQUARE

ビジネスオートメーションSaaSの開発・提供事業内容
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